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C O N T E N T S

引越・転勤・婚姻等により、皆様方の住所・氏名・電話番号等の登録情報に変更が生じましたら、
お手数ですが下記の連絡先までお知らせください。

磐田キャンパス同窓会事務局
〒438-0043  静岡県磐田市大原1572-1
（静岡産業大学 大学事務局 学生支援課 内）
TEL ： 0538-36-8809  FAX ： 0538-36-8800
E-mail ： k-gakusei@ssu.ac.jp

磐田キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパス同窓会事務局
〒426-8668  静岡県藤枝市駿河台4-1-1
（静岡産業大学 大学事務局 学生支援課 内）
TEL ： 054-645-1102  FAX ： 054-645-0195
E-mail ： f-kgs@ssu.ac.jp

登 録 情 報 の 変 更 に つ い て

あ の 人 は 今
1997年度卒（磐田1期生）
北本 章さん

静岡産業大学から羽ばたいた「あの人の“今”」を紹介します

1998年3月に静岡産業大学経営
学部を卒業した北本章さん。大学を
卒業した後は、静岡県磐田市にある
『株式会社ジェイ・プラッカ』に入社。
現在勤続27年目を迎えています。
『株式会社ジェイ・プラッカ』では、
サッカーのジュビロ磐田やラグビー

の静岡ブルーレヴズの試合運営を中心に、年間数百件におよぶ
イベントを手がけています。
静岡県内から進学する学生が多い静岡産業大学ですが、北本

さんは大阪府堺市の出身です。幼少期からサッカーをしており、
高校卒業後は地元の学校に進学する予定でした。しかし、高3の
冬に「あのサッカーで有名な静岡学園が新しい大学をつくる。」
と先生から聞いたことをきっかけに進路を大転換。「サッカーの
強豪校に1度は身を置いてみたい。」という憧れにも近い想いで
受験し、磐田にやって来ることになりました。
入学後は、すぐにサッカー部に直行します。ですが、選手層は
厚く、最初から練習生扱いに。それでも諦めず、当時監督を務め
ていた三浦哲治さんのもとに足を運び続けると、ジュビロ磐田が
運営するサッカースクールのアシスタントや公式試合の記録員
など、サッカー関連の仕事を紹介されるようになります。その中
には、現在勤務する『株式会社ジェイ・プラッカ』のアルバイトも
ありました。そして、気がつけば大学の授業よりも仕事を中心とし
た学生生活を過ごされるようになっていきました。
卒業後も、お二人の関係は続きます。その１つが、日本女子
サッカーリーグに所属する『静岡ＳＳＵボニータ』の設立です。
チームの運営母体である一般社団法人の代表理事に三浦さん、
ＣＯＯ（最高執行責任者）に北本さんが就任されました。なお、
北本さんは現在アドバイザーとして活躍されています。
2023年6月、アルバイトを含めると実質勤続30年以上となる

『株式会社ジェイ・プラッカ』の取締役に就任。出身地の大阪に事
務所を開設し、「2025年大阪・関西万博」の運営にも参画します。
これからも活躍の舞台は、広がっていくことでしょう。
そんな北本さんに今後の目標を尋ねると、「母校と磐田、そし

て新拠点の大阪。この3つをスポーツで結び、地域をもっと元気
にしたい！」という力強い答えが返ってきました。
最後に、「静岡産業大学に入学したことが今の人生に繋がって
います。在学中はありがたみを実感していませんでしたが、母校
への想いは卒業後に育まれました。ぜひ、皆さんも母校を大切
にしてください。」という心温まるメッセージもいただきました。
北本さん、ありがとうございます。北本さんの益々のご活躍を
心よりお祈り申し上げます。

2003年度卒（藤枝3期生）
藤浪 優さん
2004年3月に静岡産業大学国際
情報学部を卒業した藤浪優さん。
藤枝キャンパスの教職課程1期生
でもあり、在学時には教員免許も
取得されました。大学を卒業した
後は、静岡県の高校で教壇に立ち
ましたが、茨城県の通信制高校に

転職。そこで映像授業の制作や学習支援などを経験されます。
そして、この頃から支援が必要な子どもたちとの向き合い方に
ついても深く考えるようになりました。
時を経て、2019年に個人事業として『絵本と遊びの喫茶店
ikicia（イキシア）』を開業。絵本やボードゲームを多数用意し
て、子どもから大人まで楽しめる“居場所”を提供しています。
ちなみに、店名のイキシアはお花の名前であり、花言葉は「団
結・協力」。絵本やボードゲームを通じて、人と人が自然に集
い、楽しむ空間を提供しています。
一方、個人事業と並行して働き始めた多機能型支援事業所
が、オーナーの都合により突然閉所することに。このままでは
行き場を失ってしまう子どもたちのために、藤浪さんが一念発
起し、事業の継続を決断します。急務だったこともあり手元資
金だけでは足りず、加入していた生命保険を解約。クラウド
ファンディングも活用し目標以上の資金を集めます。そして、
藤浪さんが代表社員となる合同会社を設立し新たな事業所を
スタートさせました。実は会社名と事業所名は、どちらも
『Wisteria（ウィステリア）』。ウィステリアもお花の名前であり、
藤の花の英名です。花言葉は「歓迎・優しさ・決して離さな
い」。まさに藤浪さんの想いを表現しています。
静岡県浜松市にある『多機能型支援事業所ウィステリア高

丘北校』では、児童発達支援や放課後等デイサービスを実施
しています。定員10名で現在満席。手厚い支援から保護者の
信頼も厚く、子どもたちに寄り添いながら活動されています。
そんな藤浪さんに今後の目標を尋ねると、「５年以内には、

もう１つ事業所を開き支援の輪を広げたい。そして、18歳に
なり事業所を巣立つことになる子どもたちを『イキシア』で就
労支援したい！」という力強い答えが返ってきました。
最後に、「もし静岡産業大学に入っていなかったら、静岡産
業大学で教員免許を取得していなかったら、教員として子ども
たちと向き合う仕事をやっていなかったら、今の人生はない。
だから、母校に感謝しています。」という心温まるメッセージも
いただきました。
藤浪さん、ありがとうございます。藤浪さんの益々のご活躍

を心よりお祈り申し上げます。

磐田を中心に活動している『株式会社ジェイ・プラッカ』
ですが、「大阪でも困っていることがあったら何でも相談
してください。」とおっしゃっています。ボニータと共に、
北本さんを応援していきましょう！

『ウィステリア』は現在満席ですが、『イキシア』はご来店を
随時お待ちしております。藤浪さんに「会報誌を見た。」と
お伝えいただくと、ドリンクを１杯サービスしてくれます。
ぜひ、遊びにいらしてください！



1994年4月に静岡県磐田市に開学した静岡産業大学は、2024年4月に開学30周年
を迎えました。その間に多くの卒業生を世に輩出することができました。教育機関に
とって皆さんの活躍は誇りであり宝です。私たち教職員にとりまして、皆さんの近況を
聞くことはこの上ない喜びです。
2024年11月に、開学30周年記念事業の1つである海外同窓会がインドネシアの
ジャカルタで開催され、私も参加させていただくことができました。久しぶりに会った
インドネシアの皆さんは、立派に成長した姿の中に昔の面影を残しており、懐かしい
キャンパスでの日々が思い出され、あっという間に再会の楽しい時間が流れました。
近況を聞くと、日系企業で活躍している人、日本語学校を開設した人、さらには日本国
大使館で働いている人など、立派に成長した皆さんのお話を聞き、私も嬉しさがこみ
上げて来ました。

私は参加できなかったのですが、2024年12月には中国の福州市でも海外同窓会が開催され、中国にいる多く
の皆さんが参加してくださいました。さらには中国に出向くことが出来なかった教職員とオンラインで繋ぎ交流
も行われました。中国の皆さんの近況をお聞きすると、日系企業で活躍している人や、中には起業して社長さん
になっている人もいたそうです。私たちの大学は、着実にグローバルな展開をしていることを実感しました。
その他にも、開学30周年を記念した様々な事業が実施されました。海外同窓会を始め、これらの事業が無事に
実施できましたのも、静岡産業大学同窓会からの寄付や皆さんのご支援のおかげです。本当にありがとうござい
ました。
私たちの大学は、毎年400名を超える卒業生を世の中に送り出しています。同窓会も年々、大所帯になっていき
ます。2025年3月には、新たにスポーツ科学部の卒業生が同窓会に加わりました。次の40周年、50周年に向け
て、これからさらに大学、そして同窓会を充実させていきたいと思っています。
私事になりますが、静岡学園短期大学に奉職して以来35年
を迎えました。主に藤枝キャンパスで教えながら、開学時より
磐田キャンパスでも兼任講師として、私も数多くの卒業生と共
に歩んで参りました。その間、多くの先輩教職員とがむしゃら 
になって活動を展開してきました。学外研修、海外研修、ゼミ、
卒業研究、部活動、サークル活動などの様々な活動を通じて、
苦しいこと、悔しいこと、楽しいこと、嬉しいことなど、いろんな
経験も積み重ねてきました。この先輩教職員から受け継いだ
大切なバトンを、しっかりと次の世代に繋いでいけるように、
これからも皆さんと歩んで行きたいと思っています。
最後に、もしこの会報誌をご覧になった皆さんの中で、会員
情報の更新が滞ってしまっている方をご存じでしたら、更新に
ご協力いただければと思います。同窓会のネットワークが広
がることで、多くの皆さんの近況が聞けるようになることを、
私たち教職員も心待ちにしております。

静岡産業大学からの手紙

静岡産業大学では、「教育・研究活動の支援」や「学生の修学支援」、「キャンパス設備の充実」のために、
寄付金制度を設けております。皆様からのご寄付をお待ちしております。

《ご寄付の金額》　個人 ： 5,000円以上 ・ 法人 ： 10,000円以上
詳しくは、静岡産業大学HPをご確認ください。https://www.ssu.ac.jp/guide/donation/

ご 寄 付 の お 願 い

静岡産業大学の教職員から届く“愛の手紙”
今回は、佐野典秀先生からお手紙が届きました

佐野 典秀 先生
（経営学部 学部長）

日頃より、本会の活動への格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
おかげさまで、今年度も会報誌『SSU&I』を発行することができました。ご協力いただいた
皆様には、この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございます。
2024年度は、私たちの母校が開学30周年を迎えた記念の年でした。本会でも、お祝いを
するべく様々な活動を実施いたしました。その１つが「海外同窓会」です。母校で学び、その
学びを活かして母国で活躍されている卒業生を対象に、インドネシア（ジャカルタ）と中国
（福州市）で開催した「海外同窓会」では、参加された皆様の母校に対する想いを直にお聞
きすることができ、国境を越えた“絆”を再確認することができました。
また、次の開学35周年に向けて母校の更なる発展に貢献することを目的として、350万円
を「静岡産業大学開学30周年記念寄付金」と題し、寄付いたしました。2025年2月に開催さ
れた「静岡産業大学開学30周年記念式典」では、寄付金の贈呈式まで用意してくださり、私
たちの想いを堀川学長に直接お届けすることもできました。
そして、5年に一度開催する本会の総会も行われ、総会に併せて開催された懇親会も含め

て幅広い年代の卒業生が一堂に会し、親睦を深めました。まさに、本会の活動目的である
「会員相互の親睦を図り、母校の発展に貢献する」を体現できた1年だったと自負しております。
しかし、この歩みを止めるわけにはいきません！社会環境が大きく変化する今だからこそ皆様の知見や想いを結集
し、更なる母校への貢献を果たしてまいりたいと考えております。引き続き、皆様には温かいご支援を賜りたく、お願い
申し上げます。
最後になりますが、皆様方の
御多幸と益々のご活躍、そして
母校の更なる発展を祈念しまし
て挨拶とさせていただきます。
次の開学35周年に向かって、
共に歩んでまいりましょう！

2024年度 決算報告

2025年度 役員・事業計画

会 長 挨 拶

会長  大村 智哉
2001年度卒（藤枝1期生）

【磐田】
役職 期 氏名
副会長 2期生 山田 典嗣
理事 2期生 松浦 規之
理事 5期生 岡原 慎介
理事 11期生 渡辺 祐紀
理事 16期生 川田 はるな
理事 17期生 阿部 基生
理事 17期生 織田 智哉
監事 1期生 山本 博丈

【藤枝】
役職 期 氏名
会長 1期生 大村 智哉
理事 1期生 布施 敦
理事 2期生 内田 久美子
理事 3期生 堀井 恵太
理事 8期生 鈴木 宏恵
理事 12期生 佐久間 梓
理事 12期生 田邊 瑠衣子
監事 3期生 中村 正明

勘定科目 金額 摘要

収
入

会費 ¥  4,752,000 12,000円×396人 
受取利息 ¥       11,245 )金預期定 ・ 金預通普(息利
寄付金 ¥       60,000 )様 敦施布 ・ 様 嗣典田山(付寄
雑収入 ¥                  -

合計 ¥   4,823,245

期首残高 ¥26,756,261 前期繰越金

勘定科目 金額 摘要

支
出

業務委託費 ¥  5,831,458 他 業作送発種各 ・ スンナテンメ簿名員会
印刷製本費 ¥  2,356,954 他 』I&USS『 誌報会 ・ 筒封2角
会議費 ¥     145,000 静岡産業大学開学30周年記念式典 他

旅費交通費 ¥     190,370 他 議会局務事 ・ 会員議評
消耗品費 ¥       86,305 蒼樹祭出店に伴う支出
支払手数料 ¥       36,025 料数手込振 ・ 料数手行発書明証高残
通信費 ¥          7,460 海外同窓会(グローバルWiFi利用料)
 寄付金 ¥  3,800,000 静岡産業大学開学30周年記念寄付金 他
雑費 ¥          6,463 海外同窓会(贈答品)
合計 ¥12,460,035

差引残高 ¥19,119,471 次期繰越金

①評議員会の開催
②評議員懇親会の開催
③役員会の開催
④役員懇親会の開催
⑤大学祭の出店
⑥大学祭の視察
⑦2025年度会報誌の発行
⑧2026年度会報誌の企画・編集
⑨会報誌の発送による会員名簿のメンテナンス 
⑩静岡産業大学の支援(大学祭への寄付など)

①評議員会の開催
②評議員懇親会の開催
③役員会の開催
④役員懇親会の開催
⑤大学祭の出店
⑥大学祭の視察
⑦2025年度会報誌の発行
⑧2026年度会報誌の企画・編集
⑨会報誌の発送による会員名簿のメンテナンス 
⑩静岡産業大学の支援(大学祭への寄付など)
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がることで、多くの皆さんの近況が聞けるようになることを、
私たち教職員も心待ちにしております。

静岡産業大学からの手紙

静岡産業大学では、「教育・研究活動の支援」や「学生の修学支援」、「キャンパス設備の充実」のために、
寄付金制度を設けております。皆様からのご寄付をお待ちしております。

《ご寄付の金額》　個人 ： 5,000円以上 ・ 法人 ： 10,000円以上
詳しくは、静岡産業大学HPをご確認ください。https://www.ssu.ac.jp/guide/donation/

ご 寄 付 の お 願 い

静岡産業大学の教職員から届く“愛の手紙”
今回は、佐野典秀先生からお手紙が届きました

佐野 典秀 先生
（経営学部 学部長）

日頃より、本会の活動への格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
おかげさまで、今年度も会報誌『SSU&I』を発行することができました。ご協力いただいた
皆様には、この場をお借りして御礼申し上げます。ありがとうございます。
2024年度は、私たちの母校が開学30周年を迎えた記念の年でした。本会でも、お祝いを
するべく様々な活動を実施いたしました。その１つが「海外同窓会」です。母校で学び、その
学びを活かして母国で活躍されている卒業生を対象に、インドネシア（ジャカルタ）と中国
（福州市）で開催した「海外同窓会」では、参加された皆様の母校に対する想いを直にお聞
きすることができ、国境を越えた“絆”を再確認することができました。
また、次の開学35周年に向けて母校の更なる発展に貢献することを目的として、350万円
を「静岡産業大学開学30周年記念寄付金」と題し、寄付いたしました。2025年2月に開催さ
れた「静岡産業大学開学30周年記念式典」では、寄付金の贈呈式まで用意してくださり、私
たちの想いを堀川学長に直接お届けすることもできました。
そして、5年に一度開催する本会の総会も行われ、総会に併せて開催された懇親会も含め

て幅広い年代の卒業生が一堂に会し、親睦を深めました。まさに、本会の活動目的である
「会員相互の親睦を図り、母校の発展に貢献する」を体現できた1年だったと自負しております。
しかし、この歩みを止めるわけにはいきません！社会環境が大きく変化する今だからこそ皆様の知見や想いを結集
し、更なる母校への貢献を果たしてまいりたいと考えております。引き続き、皆様には温かいご支援を賜りたく、お願い
申し上げます。
最後になりますが、皆様方の
御多幸と益々のご活躍、そして
母校の更なる発展を祈念しまし
て挨拶とさせていただきます。
次の開学35周年に向かって、
共に歩んでまいりましょう！

2024年度 決算報告

2025年度 役員・事業計画

会 長 挨 拶

会長  大村 智哉
2001年度卒（藤枝1期生）

【磐田】
役職 期 氏名
副会長 2期生 山田 典嗣
理事 2期生 松浦 規之
理事 5期生 岡原 慎介
理事 11期生 渡辺 祐紀
理事 16期生 川田 はるな
理事 17期生 阿部 基生
理事 17期生 織田 智哉
監事 1期生 山本 博丈

【藤枝】
役職 期 氏名
会長 1期生 大村 智哉
理事 1期生 布施 敦
理事 2期生 内田 久美子
理事 3期生 堀井 恵太
理事 8期生 鈴木 宏恵
理事 12期生 佐久間 梓
理事 12期生 田邊 瑠衣子
監事 3期生 中村 正明

勘定科目 金額 摘要

収
入

会費 ¥  4,752,000 12,000円×396人 
受取利息 ¥       11,245 )金預期定 ・ 金預通普(息利
寄付金 ¥       60,000 )様 敦施布 ・ 様 嗣典田山(付寄
雑収入 ¥                  -

合計 ¥   4,823,245

期首残高 ¥26,756,261 前期繰越金

勘定科目 金額 摘要

支
出

業務委託費 ¥  5,831,458 他 業作送発種各 ・ スンナテンメ簿名員会
印刷製本費 ¥  2,356,954 他 』I&USS『 誌報会 ・ 筒封2角
会議費 ¥     145,000 静岡産業大学開学30周年記念式典 他

旅費交通費 ¥     190,370 他 議会局務事 ・ 会員議評
消耗品費 ¥       86,305 蒼樹祭出店に伴う支出
支払手数料 ¥       36,025 料数手込振 ・ 料数手行発書明証高残
通信費 ¥          7,460 海外同窓会(グローバルWiFi利用料)
 寄付金 ¥  3,800,000 静岡産業大学開学30周年記念寄付金 他
雑費 ¥          6,463 海外同窓会(贈答品)
合計 ¥12,460,035

差引残高 ¥19,119,471 次期繰越金

①評議員会の開催
②評議員懇親会の開催
③役員会の開催
④役員懇親会の開催
⑤大学祭の出店
⑥大学祭の視察
⑦2025年度会報誌の発行
⑧2026年度会報誌の企画・編集
⑨会報誌の発送による会員名簿のメンテナンス 
⑩静岡産業大学の支援(大学祭への寄付など)
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C O N T E N T S

引越・転勤・婚姻等により、皆様方の住所・氏名・電話番号等の登録情報に変更が生じましたら、
お手数ですが下記の連絡先までお知らせください。

磐田キャンパス同窓会事務局
〒438-0043  静岡県磐田市大原1572-1
（静岡産業大学 大学事務局 学生支援課 内）
TEL ： 0538-36-8809  FAX ： 0538-36-8800
E-mail ： k-gakusei@ssu.ac.jp

磐田キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパス同窓会事務局
〒426-8668  静岡県藤枝市駿河台4-1-1
（静岡産業大学 大学事務局 学生支援課 内）
TEL ： 054-645-1102  FAX ： 054-645-0195
E-mail ： f-kgs@ssu.ac.jp

登 録 情 報 の 変 更 に つ い て

あ の 人 は 今
1997年度卒（磐田1期生）
北本 章さん

静岡産業大学から羽ばたいた「あの人の“今”」を紹介します

1998年3月に静岡産業大学経営
学部を卒業した北本章さん。大学を
卒業した後は、静岡県磐田市にある
『株式会社ジェイ・プラッカ』に入社。
現在勤続27年目を迎えています。
『株式会社ジェイ・プラッカ』では、
サッカーのジュビロ磐田やラグビー

の静岡ブルーレヴズの試合運営を中心に、年間数百件におよぶ
イベントを手がけています。
静岡県内から進学する学生が多い静岡産業大学ですが、北本

さんは大阪府堺市の出身です。幼少期からサッカーをしており、
高校卒業後は地元の学校に進学する予定でした。しかし、高3の
冬に「あのサッカーで有名な静岡学園が新しい大学をつくる。」
と先生から聞いたことをきっかけに進路を大転換。「サッカーの
強豪校に1度は身を置いてみたい。」という憧れにも近い想いで
受験し、磐田にやって来ることになりました。
入学後は、すぐにサッカー部に直行します。ですが、選手層は
厚く、最初から練習生扱いに。それでも諦めず、当時監督を務め
ていた三浦哲治さんのもとに足を運び続けると、ジュビロ磐田が
運営するサッカースクールのアシスタントや公式試合の記録員
など、サッカー関連の仕事を紹介されるようになります。その中
には、現在勤務する『株式会社ジェイ・プラッカ』のアルバイトも
ありました。そして、気がつけば大学の授業よりも仕事を中心とし
た学生生活を過ごされるようになっていきました。
卒業後も、お二人の関係は続きます。その１つが、日本女子
サッカーリーグに所属する『静岡ＳＳＵボニータ』の設立です。
チームの運営母体である一般社団法人の代表理事に三浦さん、
ＣＯＯ（最高執行責任者）に北本さんが就任されました。なお、
北本さんは現在アドバイザーとして活躍されています。
2023年6月、アルバイトを含めると実質勤続30年以上となる

『株式会社ジェイ・プラッカ』の取締役に就任。出身地の大阪に事
務所を開設し、「2025年大阪・関西万博」の運営にも参画します。
これからも活躍の舞台は、広がっていくことでしょう。
そんな北本さんに今後の目標を尋ねると、「母校と磐田、そし

て新拠点の大阪。この3つをスポーツで結び、地域をもっと元気
にしたい！」という力強い答えが返ってきました。
最後に、「静岡産業大学に入学したことが今の人生に繋がって
います。在学中はありがたみを実感していませんでしたが、母校
への想いは卒業後に育まれました。ぜひ、皆さんも母校を大切
にしてください。」という心温まるメッセージもいただきました。
北本さん、ありがとうございます。北本さんの益々のご活躍を
心よりお祈り申し上げます。

2003年度卒（藤枝3期生）
藤浪 優さん
2004年3月に静岡産業大学国際
情報学部を卒業した藤浪優さん。
藤枝キャンパスの教職課程1期生
でもあり、在学時には教員免許も
取得されました。大学を卒業した
後は、静岡県の高校で教壇に立ち
ましたが、茨城県の通信制高校に

転職。そこで映像授業の制作や学習支援などを経験されます。
そして、この頃から支援が必要な子どもたちとの向き合い方に
ついても深く考えるようになりました。
時を経て、2019年に個人事業として『絵本と遊びの喫茶店
ikicia（イキシア）』を開業。絵本やボードゲームを多数用意し
て、子どもから大人まで楽しめる“居場所”を提供しています。
ちなみに、店名のイキシアはお花の名前であり、花言葉は「団
結・協力」。絵本やボードゲームを通じて、人と人が自然に集
い、楽しむ空間を提供しています。
一方、個人事業と並行して働き始めた多機能型支援事業所
が、オーナーの都合により突然閉所することに。このままでは
行き場を失ってしまう子どもたちのために、藤浪さんが一念発
起し、事業の継続を決断します。急務だったこともあり手元資
金だけでは足りず、加入していた生命保険を解約。クラウド
ファンディングも活用し目標以上の資金を集めます。そして、
藤浪さんが代表社員となる合同会社を設立し新たな事業所を
スタートさせました。実は会社名と事業所名は、どちらも
『Wisteria（ウィステリア）』。ウィステリアもお花の名前であり、
藤の花の英名です。花言葉は「歓迎・優しさ・決して離さな
い」。まさに藤浪さんの想いを表現しています。
静岡県浜松市にある『多機能型支援事業所ウィステリア高

丘北校』では、児童発達支援や放課後等デイサービスを実施
しています。定員10名で現在満席。手厚い支援から保護者の
信頼も厚く、子どもたちに寄り添いながら活動されています。
そんな藤浪さんに今後の目標を尋ねると、「５年以内には、

もう１つ事業所を開き支援の輪を広げたい。そして、18歳に
なり事業所を巣立つことになる子どもたちを『イキシア』で就
労支援したい！」という力強い答えが返ってきました。
最後に、「もし静岡産業大学に入っていなかったら、静岡産
業大学で教員免許を取得していなかったら、教員として子ども
たちと向き合う仕事をやっていなかったら、今の人生はない。
だから、母校に感謝しています。」という心温まるメッセージも
いただきました。
藤浪さん、ありがとうございます。藤浪さんの益々のご活躍

を心よりお祈り申し上げます。

磐田を中心に活動している『株式会社ジェイ・プラッカ』
ですが、「大阪でも困っていることがあったら何でも相談
してください。」とおっしゃっています。ボニータと共に、
北本さんを応援していきましょう！

『ウィステリア』は現在満席ですが、『イキシア』はご来店を
随時お待ちしております。藤浪さんに「会報誌を見た。」と
お伝えいただくと、ドリンクを１杯サービスしてくれます。
ぜひ、遊びにいらしてください！


